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米寿を迎えて

　夏に島田恒夫君からメールを貰いました。私の講演録「ボート回想80年」と
「ボート開発60年」の両方を読む機会があって、「ボートの開発の方を初めて
知ったが中々面白い、一体、何時寝ていたのか」という話から始まって、両方
を載せた読み物を作ってみたいという話に進みました。その前に彼が作ってい
た『ローマへの道』で彼の本をまとめる力は知っていたので、ありがたくお任せ
しました。
　ただ「ボート回想80年」は2008年、「ボート開発60年」の方は2011年の講演
ですから、その後大分時間が経っています。その為「その後の話を多少補充し
たいから少し待って欲しい」とお願いしてもう３ヶ月経ったでしょうか？　た
またまこの11月２日には鶴見の漕艇場で話をすることになり、最近の活動に
ついて「米寿の楽しみいろいろ」という話をしました。
　これを回想と開発の最近の活動の報告とした他、その他のローイングに関す
る記述を幾つか入れた読み物を島田君がまとめてくれました。ローイングに限
らずこの歳までいろいろと楽しんだ経緯がお読みいただけるのではないかと思
い、『楽しみの軌跡』としてお届けします。皆様にも楽しんでいただければ、こ
の上なく嬉しいことです。
　特に最近、ボートでも他の競技でも80歳代に入って日本人が勝てるように
なる、ということを確認しました。「米寿の楽しみいろいろ」は、この事の証明
のような形になりました。皆さんが「今からでも遅くない」と身体を動かして日
本人の優位を満喫し、長命を楽しんでいただくきっかけになればこの上ない喜
びです。
　何しろローイング・エルゴは、例え歩けなくても外出できなくとも、また膝
や腰が悪くても、有酸素の運動をすることができます。水泳より遙かに歳にや
さしい動きだと私は思いますので、今後とも愛用したいと思っております。何
卒皆様もご検討ください。

私の略歴
　
1926（大正15）	10月13日、東京本郷西片町に生まれる
1936（昭和11）	父の北大赴任に従って札幌に転居　スカルを漕ぎ始める
1944（昭和19）	札幌一中卒業　旧制二高に入学　端艇部に所属
1946（昭和21）	旧制二高整調として旧制高校インターハイ優勝
1947（昭和22）	東大工学部、応用数学科に進む
1949（昭和24）	東大エイト6番手としてインカレ優勝
1950（昭和25）	東大工学部、応用数学科卒業、（株）横浜ヨット製作所入社
　　　　この間の1952〜1954	岡村製作所に出向、軽飛行機、滑空機の設計に従事
　　　またこの年から6年間国体に出場、優勝3回、準優勝2回、4位1回　				
　1957〜1960	 東北大漕艇部監督
1960（昭和35）	ヤマハ発動機（株）に移籍、ボート事業開始時より設計担当
	 	 ローマ五輪大会	漕艇日本代表監督
1964（昭和39）	東京五輪大会	漕艇日本代表ヘッドコーチ
1974（昭和49）	ヤマハ発動機取締役就任（1983退任〜1985再任）
1974〜1982	 東北大漕艇部監督
　　　　この間全日本選手権大会に優勝1回、準優勝4回、全日本大学選手権大会に優勝4回
　1984〜1993	 堀内研究室長
1990〜1993	 マリン事業本部長
1993〜1996	 常任顧問
1993〜1997	 アトランタ造艇研究会会長
1969〜1994	 全日本社会人実業団のOBスカルに出場、優勝17回
1996（平成8）	 ヤマハ発動機退社　以降鎌倉在住
1994〜2013	 世界マスターズ・ローイング大会に4回出場（10種目）　優勝5回、準優勝3回、3

位1回
2001（平成13）	以降ソーラー&人力ボート協会会長、現在に至る
　
賞	 第42回海の記念日表彰（東海海運局長）	 1982年7月
	 社会貢献表彰（日本顕彰会）	 1993年11月
	 静岡県体育表彰（静岡県体育協会会長）	 1996年5月
	 体育功労賞（文部大臣）	 1996年10月
	 勲5等瑞宝章	 2003年5月
	 日本スポーツグランプリ（日本体育協会会長）	 2013年10月
　
著書　

左◉『あるボートデザイナーの軌跡』1987（昭和
62）年
右◉『あるボートデザイナーの軌跡2』2002（平成
14）年
他に『Locus	of	a	Boat	Designer	2』（上記の英
訳版、2006（平成18）年）もある。
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ボート五輪代表きまる
エイトに東北大

　エイトは東北大の力が一段上だった。鋭いスタートダッシュで1艇身のリード、
1300m辺りから東大がスパートして2/3艇身差に詰めたが、東北大はゴール前の猛烈
なスパートで振り放した。
　キャッチのよく効いた力強い引きと全コースにわたって澱みない艇速を実現させたの
が勝因で、自信たっぷりに37のコンスタント・ピッチを引き通していた。この自信は、
レース前の診断会などで出したベストタイムと、その時集めた資料により相手の弱点を
知っていたところから生まれたものだ。
　堀内監督は徹底的に科学的に指導した。動画に撮るのは勿論、艇速の変化をグラフに
表して選手に欠点を教え、レース中は漕ぎ入れた瞬間コックスに前方（進行方向）へ上体
をかがませてスピードの減殺を防いだ。地理的に不利な条件もこうした研究で克服し、
不変の艇速が生み出された。
　準決勝、決勝のタイムからも、オリンピックでは相当やれると期待できる。
　なお準決勝はスタートとゴールを逆にして順風でやったので好タイムが出たが、メル
ボルン大会の教訓は「逆風に弱い軽量日本」だったはず。協会はクルーを温室育ちにせず
に、逆風・荒波でもある程度やれる訓練を考えねばなるまい。

堀内監督の話

　監督を引き受けて4年間、どうしたらボートを少しでも速く進めることができるかを

考えた。今度の大会では負けるとは思わなかった。ローマに行っても相当にやれると思

う。だがもう一度初めから仕上げていく積りだ。おやじ（堀内寿郎＝元北大コーチ、現

北大教授）や、おじさん（東俊郎＝漕艇協会理事）達は、「おれの話している良い点ばかり

採った」と言うのですがね。

　朝日新聞　1960（昭和35）年5月9日

◉東北大クルー

◉朝日新聞　1960（昭和35）年5月9日
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横顔

　東北大はボート界では地味な存在だった。過去のオリンピック代表を見ると、東大、
早大、慶大に占められ、他校は食い込めなかった。東北大は、オリンピックはおろか全
日本で優勝したこともない。旧制二高の部創立が明治28年、東北大は昭和6年だから伝
統は古いが、地方で刺激が少ないためレベルは向上しなかった。
　堀内氏が二高出身の関係から東北大をコーチするようになったのは4年前。「東京の
各大学に負けないクルーをつくってローマ行きを期した」そうだ。途中、母校の東大か
ら是非コーチにと頼まれたが、「クルーに惚れ込んだから」と断った。この人のコーチ法
は科学的、合理的である。ローギアの自転車に乗せて脚と競争心を鍛え、クルー一人ひ
とりの動きを動画にとってフォームを研究、加速度計で艇の動きや艇速を測ったことな
どは一例で、ボート界の新兵器的な存在だ。
　大正15（1926）年東京に生まれ、お父さんの勤務（北大）の関係で札幌へ。札幌一中、
二高を経て東大工学部応用数学科へ進学した。
　父・寿郎氏（現在北大触媒研究所長）は、北大をコーチして昭和29年全日本で優勝させ、
艇・オールに工夫を加えてボート界に「科学する心」を吹き込んだ人として有名である。
お母さんはボート兄弟で名高い東竜太郎氏（都知事）の妹で、男女9人の兄弟姉妹はみな
ボートが趣味というボート一家。
　10歳の時からオールを握ったそうで、二高時代は昭和21年の復活第一回インターハ
イで優勝。
　東大では24年に6番手として全日本に優勝した。25年に卒業してボート界の長老、千
葉四郎氏の横浜ヨットに就職。今春、日本楽器ヤマハ技術研究所に転職したが、この間、
国体に6回出場し3回優勝している。横浜ヨットでは仕事とコーチが半々。日本楽器に
も「今度のコーチが終わってから出勤」と契約したほどの“ボートの虫”だ。
　秀才コースを歩んだが、そういう肌ではなく、汚れたズボン、運動靴をはいて戸田の
土手を走る姿は“野武士”“野牛”といった感じ。クルー全員は「細かいところにもよく気
がつき、温かい人だ」と神様のように褒めている。何事も納得主義、陣頭主義。妙な精
神主義は一切禁物だという。東大時代からのニックネームは“入道”。「入道ならローマ
で好成績を上げるだろう。外国からいろいろなことを学んでくるにも適任だ」と期待を
寄せられている。
　家庭には敦子夫人と哲（さとし）、倫子（ともこ）さんの一男一女がある。33歳。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産経新聞　1960（昭和35）年5月10日	

◉産経新聞　1960（昭和35）年5月10日ローマ五輪ボート代表
になった東北大の監督
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オリンピックの戦い

①ドイツ
②フランス
③イギリス
④日本
⑤スイス

①イタリア
②日本
③スイス
④オーストラリア

予
選

準
決
勝
戦

決
勝
戦

①ドイツ
②カナダ
③チェコ
④フランス
⑤アメリカ
⑥イタリア
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◉私の楽しみに耐えて支えてくれたママに　改めて感謝を捧げます
◉大願成就　東北大・北大がワンツーフィニッシュを飾った1978年全日本選手権大会。
左から2位北大、優勝東北大、4位住金鹿島、3位東レ滋賀　朝日新聞　1978（昭和53）年8月27日


